























うことにある O 就労外国人の識字能力の現状を調査するため 8人の












































































かどうかを測定している O 同時に 3)ひらがなを一文字提示し，その文字が正
確に模写できるかどうかも測定している。この方法の長所としては， 1) 偲々
の文字が読めるかどうかを網羅的に測定できること， 2)縦断的な調査を行う













































































回は 1年間の継続的な資料を得られた 8名の資料に基づき分析を進める O 表
表1調査協力者のプロフィール
(略氏称名) '別性 齢年 日系 日本での家族構成 来日時期 以前の滞在歴 通(調算査滞開在始期時間) 
ADA 男 25 2世 単身 94.11 金正 10ヶ月
BEL 男 38 非日系 配偶者/子二人と間活 94.09 92.05.93.06 25ヶ月
ETO 男 25 2世 単身 94.11 鑑 10ヶ月
lKA 男 21 2世 単身 93.05 狙E 26ヶ月
IUZ 女 33 2世 配偶者/子二人と河居 94.09 92.05.93.06 25ヶ月
OSA 女 32 非日系 配偶者/子二人と同居 93.02 鉦ー 29ヶ月
TOY ~ 24 2世 単身/調査中に誼偶者と閑居 94. 12 92.05.94.07 34ヶ月













































































理 解 三口五口 数 。 O 。
ひらがな音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
カタカナ音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
漢字音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
護lヨ主 十，ム「俳 圭日五口 数 。。。
書字ひらがな文字数 O O 。






















しかし 5，6密自の調査では，姓名をカタカナと漢字で書いている O この結
果から， ADAは姓名に関してのみ，カタカナと漢字で表記できるようになっ
たが，それ以外項目の書字能力の習得は進んでいないと考えられる。






理 解 三fl五臼 数 4 5 7 
ひらがな音読文字割合 60.0% 800% 100.0% 
カタカナ音読文字割合 100.0% 100.0% 100.0% 
漢字音読文字割合 16.7% 0.0% 16.7% 
書 寸~斗~ 三日五ロ 数 5 6 8 
書字ひらがな文字数 。。。
書字カタカナ文字数 23 27 34 
書字漢字文字数 。。。
調査4調査5調査6
7 7 7 
100.0% 100.0% 100.0% 
100.0% 100.0% 100.0% 
16.7% 16.7% 16.7% 
7 10 11 
O 。。
32 39 54 。 O O 
BELは調査開始時点から60%のひらがなが音読でき，カタカナに関しては
100%音読している O そして，ひらがなに隠しでも 31li13の調査からは100%音





















悲! 解 きロ五 数 計 O O 1 
ひらがな音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
カタカナ音読文字割合 0.0% 0.0% 37.5% 
漢字音読文字割合 0.0% 0.0% 
書 十沖、 三日五口 数 1 1 2 
ひらがな文字数 O O 。
字カタカナ文字数 4 3 6 
字漢字文字数 。 O O 
調査4調査 5調査 6
1 2 2 
0.0% 0.0% 0.0% 
37.5% 68.8% 68.8% 
2 6 6 。。 O 
6 19 19 。。 O 
ETOは3面自の誠査からカタカナが音読できるようになり 5回司からは
その量も増加している o 3回目から音読できるようになったカタカナは「イJ







ている o 1， 2回日の調査では，カタカナで自分自身の姓だけを 3，4回目











理 解 三口五口 数 1 2 2 
ひらがな音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
カタカナ音読文字都合 12.5% 37.5% 37.5% 
漢字音読文字割合 33.3% 33.3% 33.3% 
書 イ'*ー， 三ロ五ロ 数 。。
書字ひらがな文字数 O 。。
書字カタカナ文字数 2 2 3 
書字漢字文字数 。。 O 
調査4調査5調査6
2 2 * 
0.0% 400% * 
62.5% 81.2% * 
33.3% 33.3% * 
















いている O そして 5回白にはi漢英字で
でで、書こうとしているが不完全な形でで、終わつている o 6団自では自分自身の mid-










理 解ニ 三日五ロ 数 。 2 2 
ひらがな音読文宇都合 30.0% 40.0% 30.0% 
カタカナ音読文字割合 43.8% 75.0% 75.0% 
漢字音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
書 寸r'ー.. 吾日五ロ 数 2 3 2 
書字ひらがな文字数 。。。
書字カタカナ文字数 13 11 9 
書字漢字文字数 O 。。
調査4調査5調査6
2 3 2 
30.0% 20.0% 30.0% 
68.8% 75.0% 75.0% 
0.0% 0.0% 0.0% 
2 2 2 。 O 。
9 7 7 
O O 。
IUZは1回目の調査から30.0%のひらがなと43.8%のカタカナが音読でき，
その後，カタカナに関しては音読できる文字が増加している O このうち 2回

















理 解 きロ五 数 3 4 戸d 
ひらがな者読文字割合 100.0% 100.0% 100.0% 
カタカナ音読文宇都合 31.2% 56.2% 68.8% 
漢字音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 
譲二 ナrムヲ 三日子五口 数 1 O 6 
書字ひらがな文字数 4 2 21 
書字カタカナ文字数 5 2 3 
書字漢字文字数 O 。 1 
調査4調査5調査6
6 6 7 
100.0% 100.0弘 100.0% 
87.5% 87.5% 
0.0% 0.0% 0.0% 
14 13 7 
29 27 21 
13 29 23 
2 2 2 
OSAは調査開始時からひらがなで表記された語は100%理解でき，カタカナ
も31.2%音読できているO また，カタカナに関しては，読める文字が徐々に増





















理 解 三将f口王 数 言十 1 1 1 1 
ひらがな音読文字割合 10.0% 10.0% 20.0% 20.0% 
カタカナ音読文字割合 25.0% 25.0% 31.2% 43.8% 
漢字音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 
書 十--噌 三日五ロ 数 計 1 l l 
書字ひらがな文字数 。。。。
書字カタカナ文字数 O O 。。












えていることがわかる O このうち 1自呂から理解できたのは「ブラジルJで
あり，音読できたのは「あJである o 4回目以降は， I名JIアルバイトjの「ル」
「トJが音読できるようになり 5回目以降は「とまれ」が理解できるように
なっているO この点について， TOYは， I名JIとまれJが読めるようになっ
たのは， BEL同様， I名古屋JIとまれJを道路標識でよく見るためであると
述べている。また 4回目以降， I}レJIトJが読めるようになったのは， TOY 
の名前をカタカナ表記した際に「ルJIトJが含まれるために覚えられたとい








正確に書いている O この結果から， TOYは自分自身の姓に関しては，漢字，












理 解 き日五ロ 数 O O 。。。。
ひらがな音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
カタカナ音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
漢字音読文字割合 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
書 * 三日五ロ 数 言十 。 O 1 。 O 。書字ひらがな文字数 O 。。。。 O 
書字カタカナ文字数 2 2 3 2 2 2 








































































































(笹川， 1993， 22)J， どのような制度改革が必要かを常に検討していく姿勢が
必要となっていくであろう O
現在，筆者を含む研究グループは，豊田市保見団地に住む就労外国人に対し
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